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国指定史跡

下高橋官衙遺跡

第 2 部

基本構想
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基本構想

将来像
将来像

　本町は、平成の大合併により周辺市町村が合併を選択する中、

2004（平成16）年6月の住民投票により、合併せずに「自立する

道」を選択し、単独での自治体運営を行ってきました。

　今後は、少子高齢化の進展に伴う人口減少や財源の減少等の

影響を受け、様々な課題に直面していくことが考えられます。その

ような中、将来にわたって大刀洗町が住みよい町として自立し存

続していくためには、行政だけの力では解決できない課題が生じ

てきます。

　町民一人ひとりが、自分たちの地域に関心をもち、住みやすい

地域を自分たちが創っていくことで、地域への愛着を深め、10年

後も「大刀洗町に住み続けたい。住んでよかった。」と誇れる大刀

洗町であり続けることを目指します。
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3つのSTEPイメージ

まちを「創る」3つのSTEP

まちへの「誇り」の醸成

STEP1 関 心
自分の地域について、興味や関心をもつ。

STEP2 行 動
自分が出来ることをやってみる。
地域の活動に参加してみる。

STEP3 愛 着
自分たちが活動したこと、体験したことで地域への愛着を深める。
愛着を深めた地域のことを周りに自ら語ることで、活動の輪が広がる。
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基本構想

目標人口
　国勢調査の結果から本町の人口の推移をみると、2005( 平成 17) 年の 15,400 人をピークに 2010( 平

成 22)年 15,284人、2015(平成 27)年 15,138人と減少していますが、「第5次大刀洗町総合計画」では、

2015( 平成 27) 年度に策定した「大刀洗町人口ビジョン」で掲げた目標人口を踏まえ、計画的な土地利

用や住環境の整備、産業の振興、保健・医療・介護・福祉の充実、子育て・教育環境の充実といった施

策を総合的に展開し、出生率の向上や移住・定住を促進していくことで、2028 年の目標人口を 14,558

人と設定します。(対 2015( 平成 27) 年比　-580 人、約 4%減 )　
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人口の将来イメージ



28

基本構想

基本構想の体系図

わたしたちが創る 誇れ  

　大刀洗町の将来像である『 わたしたちが創る 誇れるよかまち たちあらい 』を実現するために、3つの

基本目標を掲げます。

　互いの人権を尊重し支え合う

温かい関係の中で、いつまでも

多様な学びを得ながら成長し、

健やかに充実した生活を送る人

が増えていくことを目指します。

　そのために、健やかな心身を

保つための保健・医療・介護・

福祉の充実・連携を図るととも

に、子どもも高齢者も、障がい

のある人もない人も、全ての町

民にとって温かい地域社会をつ

くっていきます。

　また、家庭、地域、学校が連

携し、地域全体で子どもたちの

成長を見守っていくための体制

を整えていきます。町民一人ひ

とりが生涯にわたって生きがい

をもち、町の歴史や文化を学び

次世代に引き継いでいきます。

　美しい景観や賑わいの中で、町

民が安心して快適な暮らしを営ん

でいけることを目指します。 

　そのために、住宅や道路・河川、

上下水道、公共交通等快適な生

活の基盤となるインフラを維持・

整備し、自然と都市機能の調和の

とれた計画的な土地利用を進めて

いきます。

　また、町民の憩いの場となる公

園の整備や緑化を推進するととも

に、美しい生活環境を保つため、

環境に配慮した循環型社会・環境

保全型社会を推進していきます。

　安全に安心して暮らしていける

ように地域の防災力や防犯力の強

化、交通安全の推進を図っていき

ます。

　さらに、農業や商工業等の地域

産業の振興や、観光、国際交流

を推進することで町に賑わいを創

出していきます。

豊かなくらし
基本目標

輝 く   
基 本  　  

施策の大綱

快適

美しい

安心

賑わい

将来像
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 るよかまち たちあらい

　町民・地域・行政の連携をは

じめ、町に縁や愛着をもつ関係

人口や他自治体との連携等様々

な形での協働を確立し、社会情

勢の変化に伴う課題に対応しな

がら未来を切り拓いていく町を

目指します。

　そのために、情報発信や対話

といった広報・広聴機能を充実

させ、町民や地域コミュニティと

の情報共有や連携を強化してい

きます。性別や年齢に関わらな

い全ての人の積極的な参画を得

ながら、町民・地域・行政の協

働のまちづくりを推進し、大刀

洗町のブランド力の向上を図っ

ていきます。

　また、町民ニーズを適切に捉え、

限られた財源を効率的かつ効果

的に活用しながら、質の高い公

共サービスを提供し、町の明る

い未来を切り拓いていきます。

　 ひ と
   目 標

繋 がるまち
基 本 目 標

施策の大綱
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